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イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
場

▼
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

▼
少
林
寺
拳
法

門
脇
宥
紀
菜
（
３
年
）

（
社
会
体
育
）

女
子
単
独
演
武

▼
美
術
部

門
脇
宥
紀
菜
（
３
年
）

（
広
島
県
尾
道
市
）

（
岡
山
県
美
作
市
）

中
国
高
校
選
手
権
大
会
出
場
（
広
島
市
）

▼
水
泳

吉
川
航
輝
（
２
年
）

（
社
会
体
育
）
男
子
百
ｍ
・
二
百
ｍ
平
泳
ぎ

13:00～13:20 受付(大講義室)

13:20～14:05 全体説明

14:15～14:45 授業参観・校舎見学

14:50～15:30 生徒による学校紹介

（グループ別）

15:35～16:20 部活動見学・寮見学

16:20～16:30 アンケート記入

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
場

▼
書
道
部

黒
目

麻
友
（
３
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
場

▼
写
真
部

小
池
な
な
み
（
３
年
）

（ 広島県広島市 ）

ボート競技のスタートは“Attention Go！”

第
25
回
全
国
高
等
学
校
漫
画
選
手
権
大
会
出
場

▼
美
術
部

高
野
寛
子
・
茂
富
楓
・
金
築
由
依
（
３
年
）

（
高
知
県
高
知
市
）

◇開会式 7月28日(木) 16時
三刀屋文化体育館アスパル

◇競 技 7月29日(金)～8月1日(月)
◇会 場 さくらおろち湖ボートコース

( 尾原ダム湖／雲南市・奥出雲町 )

雲
南
・
奥
出
雲
地
区
５
校
（
三
刀

屋
・
掛
合
・
大
東
・
横
田
・
飯
南
）

の
高
校
生
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ボ
ー
ト

競
技
の
大
会
運
営
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
全
国
か
ら
来
県
す
る
皆
様
に
、

島
根
に
来
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。 7/28(木)～8/1(月)

― 高校生の全国大会にご声援をお願いします ―

ＭＩＴＯＹＡ 2016 物 語

― 三高生が躍動する暑い！熱い！夏が開幕！～ご期待ください ―

島根県立三刀屋高等学校
オープンキャンパス

全国大会Ｗ出場

←7/30～8/2

↑7/28～31
↑ ↑ ↑
全国高等学校総合文化祭は7/30～8/3

7/22～24 8/6～7

競技は29日(金)から、７頁に関連記事あり

１回戦：対文徳(熊本)

新着情報の多さでは県内高校トップクラスの三高ＨＰを開き、三高通になりましょう

↑
美
術
部
作
成
の
案
内
チ
ラ
シ

壮
行
式
７
／
８



今号の記事は7月15日分までです

放

送

５
月
の
松
江
地
区
予
選
を
経
て
、

６
月
15
日
（
水
）
に
松
江
ス
テ
ィ
ッ

ク
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
標
記
県
大

会
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
に
高
見
ひ

の
め
さ
ん
（
２
年
）
、
朗
読
部
門

に
小
澤
星
斗
さ
ん
（
２
年
）
が
出

場
し
た
が
、
と
も
に
決
勝
進
出
は

な
ら
な
か
っ
た
。
近
年
は
石
見
部

の
高
校
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
く
、

そ
の
発
表
を
目
に
す
る
こ
と
も
勉

強
に
な
っ
た
。

県
大
会
に
出
場
し
た
２
名
は
ま

だ
２
年
生
。
来
年
こ
そ
、
夢
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル(

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
高
校

放
送
コ
ン
テ
ス
ト)

進
出
目
指
し

て
精
進
し
て
も
ら
い
た
い
。

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会

Ｊ
Ｒ
Ｃ

（
６
／
15
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
ビ
ル
）

島
根
県
高
校
青
少
年
赤
十
字
メ

ン
バ
ー
春
季
協
議
会
が
出
雲
市
民

会
館
で
開
催
さ
れ
、
本
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ

部
員
は
県
の
事
務
局
校
と
し
て
会

の
運
営
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
部

長
の
板
持
乃
野
可
さ
ん
（
３
年
）

が
生
徒
委
員
長
と
し
て
約
１
４
０

県
高
校
青
少
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
春
季
協
議
会

事
務
局
校
と
し
て
３
年
生
部
員
が
奔
走

そ
し
て
引
退
～
お
疲
れ
様
で
し
た

陸

上

中
国
高
校
陸
上
選
手
権

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
を
兼
ね

た
中
国
高
校
選
手
権
が
６
月
19

日
、
岡
山
県
陸
上
競
技
場
で
開

催
さ
れ
、
女
子
砲
丸
投
に
高
野

彩
香
さ
ん
（
１
年
）
が
出
場
し

た
。
大
雨
の
中
で
、
県
総
体
で

の
記
録
を
上
回
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
ま
だ
１
年
生
。

今
後
の
飛
躍
を
期
待
し
た
い
。

写

真

春
季
写
真
コ
ン
ク
ー
ル(

東
部
講
評
会)

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
一
人
５
点
以

内
、
本
校
か
ら
は
写
真
部
員
12
名

が
計
55
点
を
出
品
し
て
18
点
が
入

選
。
内
、
６
点
が
特
選
に
選
ば
れ
、

年
末
に
開
催
さ
れ
る
県
高
校
写
真

展
へ
の
応
募
資
格
を
得
た
。

当
日
は
、
特
選
と
な
っ
た
作
品

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
会
場
に
映

し
出
し
、
二
人
の
外
部

講
師
か
ら
一
枚
一
枚
て

い
ね
い
に
講
評
を
い
た

だ
い
た
。

さ
ら
に
午
後
の
講
習

会
で
は
、
講
師
の
先
生

か
ら
参
加
者
全
員
が
一

人
ず
つ
講
師
の
先
生
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

「
写
真
は
引
き
算
の
芸
術
で

剣

道

中
国
高
校
剣
道
選
手
権

陸
上
と
同
じ
く
岡
山
市
（
ジ
ッ

プ
ア
リ
ー
ナ
岡
山
）
で
開
催
さ
れ

た
剣
道
の
中
国
選
手
権
大
会
男
子

個
人
戦
に
安
部
勝
久
さ
ん(

３
年)

が
出
場
し
、
各
県
の
精
鋭
が
集
う

大
会
で
見
事
初
戦
を
突
破
し
た
。

４
月
の
県
予
選
で
は
４
回
戦
ま

で
進
出
し
て
ベ
ス
ト
16
入
り
を
果

た
し
た
も
の
の
、
６
月
の
県
総
体

で
は
初
戦
で
苦
杯
を
喫
し
た
。

そ
の
分
、
今
大
会
に
か
け
る
思

い
は
強
く
、
粘
っ
た
末
の
延
長

戦
で
メ
ン
一
本
勝
ち
を
納
め
た
。

最
後
は
３
年
生
男
子
部
員
２

名
で
の
活
動
で
練
習
環
境
は
厳

し
か
っ
た
が
、
１
年
次
か
ら
Ｏ

Ｂ
外
部
講
師
の
飯
石
一
夫
先
生

の
指
導
を
受
け
、
保
護
者
・
地

域
の
皆
様
に
も
支
え
ら
れ
て
の

選
手
生
活
を
終
え
た
。

延
長
戦
の
末
、
初
戦
突
破

名
の
参
加
者
を
前
に
し
て
開
会
の

挨
拶
。
ま
た
、
加
本
奈
央
さ
ん

（
３
年
）
、
清
水
史
佳
さ
ん
（
３

年
）
が
落
ち
着
い
て
進
行
役
を
つ

と
め
た
。

午
前
中
の
講
演
に
続
き
、
午
後

は
、
３
月
に
山
梨
県
で
開
催
さ
れ

た
「
青
少
年
赤
十
字
ス
タ
デ
ィ
セ

ン
タ
ー
」
に
島
根
県
代
表

と
し
て
参
加
し
た
板
持
さ

ん
を
中
心
に
、
部
員
が
協

力
し
て
「
ふ
れ
あ
い
癒
し

ハ
ン
ド
ケ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
に
つ
い
て
伝
達
講
習

を
行
い
（
写
真
）
、
会
場

の
参
加
者
は
隣
の
生
徒
と

ペ
ア
に
な
っ
て
熱
心
に
実

践
練
習
に
取
り
組
ん
だ
。

３
年
生
部
員
は
今
回
の

協
議
会
で
引
退
し
、
下
級

生
が
い
な
い
た
め
に
休
部

状
態
と
な
る
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部

で
は
、
新
入
部
員
を
期
待

し
て
い
る
。

引
き
算
の
芸
術

す
。
特
に
、
写
真
の
外
回
り
に
余

分
な
も
の
が
写
り
込
ま
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
助

言
も
あ
っ
た
。
今
後
の
活
動
に
役

立
つ
有
意
義
な
一
日
と
な
っ
た
。

本
校
の
特
選
６
点
中
３
点
は
１
年

生
の
作
品
で
、
今
後
の
活
動
が
期

待
さ
れ
る
。

《
特
選
入
賞
者
》

小
池
な
な
み
（
３
年
）

廣
戸

愛
永
（
３
年
）

加
本

奈
央
（
３
年
）

松
崎

愛
己
（
１
年
）

石
橋

冬
也
（
１
年
）

山
根

奈
子
（
１
年
）

講
師
（
手
前
）
か
ら
出
品
作
品
に

つ
い
て
講
評
を
受
け
る
本
校
部
員
。

自
然
科
学

６
月
に
三
瓶
で
開
催
さ
れ
た
１

泊
２
日
の
「
実
験
観
察
研
修
会
」

に
続
き
、
今
月
初
め
に
は
益
田
市

の
グ
ラ
ン
ト
ワ
で
開
催
さ
れ
た
恒

例
の
「
益
田
さ
い
え
ん
す
た
う
ん
」

益
田
サ
イ
エ
ン
ス
タ
ウ
ン
２
０
１
６

に
参
加
し
た
。

文
科
省
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
の

指
定
を
受
け
る
益
田
高
校
が
主
催

し
、
県
内
の
理
系
高
校
生
が
集
う

こ
の
時
期
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
で
、

初
日
は
期
末
試
験
と
重
な
っ
た
た

め
、
本
校
は
２
日
目
の
７
月
２
日

に
日
帰
り
で
の
参
加
と
な
っ
た
。

大
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
さ

れ
た
「
高
校
生
科
学
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
ゆ
っ
く
り
落
と
そ
う
）
」
で
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
本
体
に
落
下
ス
ピ
ー

ド
を
抑
え
る
羽
根
状
の
モ
ノ
を
付

け
、
高
さ
６
㍍
の
高
所
か
ら
落
と

す
競
技
に
も
参
加
し
た
。

最
後
は
、
金
星
探
査
機
「
あ
か

つ
き
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
つ
と
め
た
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇

宙
科
学
研
究
所
教
授
の
中
村
正
人

氏
の
講
演
を
聴
講
し
、
短
時
間
な

が
ら
も
刺
激
の
多
い
研
修
参
加
と

な
っ
た
。

(

６
／
14
、
松
江
工
業
高
校)

『
も
の
の
け
の
森
』
松
崎
愛
己
（
１
年
）

（
７
／
２
、
グ
ラ
ン
ト
ワ
）

命
綱
を
付
け
た
高
所
か
ら
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
ゆ
っ
く
り
と
落
下
さ

せ
る
競
技
。

2016年（平成28年）7月22日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第109号（２）
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み
ん
な
と

な
か
よ
く

な
れ
ま
す
よ
う
に

あっ
ぱれ

俳
句
の
全
国
大
会
「
松
山
俳
句

甲
子
園
」
の
島
根
県
予
選
が
６
月

11
日
（
土
）
に
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出

雲
で
行
わ
れ
、
文
芸
部
員
５
名
が

出
場
し
た
。

正
岡
子
規
や
高
浜
虚
子
な
ど
著

名
な
俳
人
を
輩
出
し
た
愛
媛
県
松

山
市
で
開
か
れ
る
「
俳
句
甲
子
園
」

の
島
根
県
予
選
が
行
わ
れ
た
の
は

今
回
が
初
め
て
で
、
遠
路
松
山
か

ら
も
来
賓
を
迎
え
、
決
定
戦
は
三

猫
の
子
よ
開
か
ぬ
眼
で
何
を
み
る

あ

ま
な
こ

刀
屋
高
校
と
平
田
高
校
と
の
間
で

行
わ
れ
た
。

対
戦
は
５
人
１
組
の
チ
ー
ム
戦

で
、
あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
て
い

た
三
つ
の
兼
題
を
挿
入
し
て
作
っ

た
句
を
も
と
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
も
行

い
、
句
の
出
来
栄
え
と
デ
ィ
ベ
ー

ト
の
鋭
さ
で
勝
敗
を
競
う
。
第
一

試
合
、
兼
題
「
水
温
む
」
で
は
善

戦
及
ば
ず
０
対
３
。
第
２
試
合
で

は
兼
題
「
猫
の
子
」
で
秀
句
を
揃

最
優
秀
句 美

術

「
第
25
回
ま
ん
が
甲
子
園
」
予
選

文

芸

イ
ア

～

漫
画
甲
子
園
本
選

初
出
場
決
定
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
！

え
た
三
刀
屋
が
３
対
０
で
圧
勝
。

迎
え
た
最
終
第
３
試
合
の
兼
題
は

「
苺
」
。
三
刀
屋
は
先
鋒
で
と
り
、

中
堅
で
は
と
ら
れ
、
息
詰
ま
る
熱

戦
の
末
、
大
将
戦
で
は
一
歩
及
ば

ず
平
田
高
校
に
軍
配
が
上
が
っ
た
。

な
お
、
最
優
秀
句
に
は
本
校
の

影
山
朋
未
さ
ん
（
３
年
）
の
「
猫

の
子
よ
開
か
ぬ
眼
（
ま
な
こ
）
で

何
を
み
る
」
が
選
ば
れ
た
。

三
刀
屋
高
校

影
山
朋
未
さ
ん
（
３
年
）

あっ
ぱれ

《予選テーマ》
「情報流出」又は「〇〇ロス」

三
高
の
テ
ー
マ
は
「
耳
ロ
ス
」

【
作
品
紹
介
】
芳
一
が
和
尚
の
テ
レ
パ
シ
ー

に
心
の
叫
び
を
上
げ
る
と
い
う
内
容
。
小

泉
八
雲
の
怪
談
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た

「
耳
無
し
芳
一
」
や
ム
ン
ク
の
「
叫
び
」

を
コ
ミ
カ
ル
に
描
き
、
さ
ら
に
「
耳
」
と

「
イ
ヤ
～
」
を
か
け
た
ハ
イ
セ
ン
ス
な
ダ

ジ
ャ
レ
を
取
り
入
れ
た
。
（
こ
ん
な
作
品

を
考
え
付
い
た
の
は
ダ
レ
ジ
ャ
？
）

応
募
総
数
324
作
品
／
本
選
出
場
33
校
の
激
戦
突
破

＜壱＞＜弐＞

こ
の
一
年
、
三
高
生
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
拡
が
り
、
は
じ
め
て
の
世
界

に
飛
び
込
ん
で
い
く
姿
を
度
々
取
材
し
た
。
新
し
い
世
界
へ
の
挑
戦

は
何
か
と
手
間
暇
か
か
る
が
、
視
野
を
拡
げ
モ
ノ
の
見
方
に
も
幅
が

生
ま
れ
る
。
何
か
に
挑
戦
す
る
三
高
の
新
人
さ
ん
を
応
援
し
よ
う
。

に

雲
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
誘
い
で
実
現
（
こ
れ
も
ご
縁
で
す
）

（
↑
地
域
貢
献
活
動
↓
）

※
先
月
、
島
根
電
工
の
荒
木
恭
司
社
長

が
『
「
不
思
議
な
会
社
」
に
不
思
議
な

ん
て
な
い
』
（
あ
さ
出
版
）
を
発
行
。

不
況
業
種
の
ロ
ー
カ
ル
企
業
が
急
成
長

し
て
い
る
「
必
然
の
不
思
議
」
の
秘
密

を
、
ト
ッ
プ
自
ら
が
語
っ
て
い
る
。

島
根
電
工
株
式
会
社
様
よ
り
車
椅
子
２
台
を
ご
寄
贈
頂
き
ま
し
た

―
２
年
連
続
チ
ャ
レ
ン
ジ

園
児
と
の
ふ
れ
あ
い
in
三
刀
屋
保
育
所

放
課
後
２
名
ず
つ
交
替
で
（
16
名
参
加
）

雲
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
依
頼
を
受
け
、
昨
年
度
末

か
ら
放
送
部
が
「
社
協
だ
よ

り
」
の
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
は
じ
め
た
。
あ
わ
せ
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
を

受
託
す
る
三
刀
屋
保
育
所
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
お

誘
い
が
あ
り
、
今
月
か
ら
参

加
し
て
い
る
。

１
学
期
末
試
験

終
了
後
の
今
月
４

日
か
ら
、
火
曜
日

を
除
く
毎
日
夕
方

４
時
半
か
ら
の
一

時
間
、
三
高
生
が

交
代
で
三
刀
屋
保

育
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
（
園
児
と
楽
し
く
遊
ん
で

い
ま
す
）
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
条
件
は

「
子
ど
も
が
大
好
き
」
で
「
続
け

る
」
こ
と
。
１
年
生
か
ら
３
年
生

ま
で
の
計
16
名
が
、
部
活
動
や
補

習
に
支
障
が
な
い
よ
う
、
一
日
二

人
ず
つ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組

ん
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
単
な
る
単

発
的
な
体
験
の
場
で
は
な
く
、

「
続
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
場

と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

（
参
加
生
徒
は
ク
タ
ク
タ
に
な
り

な
が
ら
も
、
心
地
よ
い
疲
労
感
と

充
実
感
に
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
す
。

編
集
長
も
、
写
真
を
撮
る
わ
ず
か

10
分
ほ
ど
の
間
に
ヘ
ト
ヘ
ト
状
態

に
！
右
の
写
真
は
子
ど
も
た
ち
に

絵
本
を
読
む
２
年
女
子
生
徒
）

全県で100台

折り畳み式です

―

記
念
す
べ
き
第
１
回
大
会
で
し
た

「
松
山
俳
句
甲
子
園
」
島
根
県
予
選

県教委が主催する標記セミナーが7月10

日(日)、ＪＲ大田市駅前の「あすてらす」

で開催され、本校からはＥＳＳ部の二人

が参加した。小グループに別れ、すべて英語

による会話・討論・ゲーム等をＡＬＴの先生

と一緒になって楽しんだ。

高校生英語セミナー“CHESS2016”

Ｅ
Ｓ
Ｓ

日本語禁止の英会話セミナー

（３）第109号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）7月22日(金)
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▼
雲
南
市
が
主
催
す
る
「
永
井

隆
平
和
賞
」
も
今
年
で
26
回
目
。

８
月
の
原
爆
の
日
を
前
に
、
本

校
で
は
毎
年
こ
の
時
期
に
２
年

生
が
現
代
文
の
授
業
を
通
し
て

「
愛
」
と
「
平
和
」
を
主
題
と

す
る
小
論
文
に
向
か
う
。
戦
争

を
知
ら
な
い
世
代
で
も
、
ふ
る

さ
と
雲
南
や
島
根
を
愛
す
る
気

持
ち
で
平
和
へ
の
思
い
を
綴
る

▼
政
治
は
困
難
な
状
況
の
中
に

こ
そ
、
市
民
を
導
く
崇
高
な
夢

を
語
っ
て
欲
し
い
。
リ
ン
カ
ー

ン
は
「
未
完
の
事
業
に
身
を
さ

さ
げ
る
の
が
生
き
残
っ
た
人
々

の
責
務
だ
」
と
の
言
葉
も
含
め
、

ゲ
テ
ィ
ズ
バ
ー
グ
で
の
わ
ず
か

２
分
間
の
演
説
で
崇
高
な
民
主

政
治
を
説
い
た
。
そ
し
て
、
リ

ン
カ
ー
ン
を
尊
敬
す
る
現
代
の

米
国
の
リ
ー
ダ
ー
は
５
月
27
日
、

勇
気
を
も
っ
て
核
廃
絶
に
向
け

た
歴
史
的
な
声
を
広
島
で
発
し

た
▼
あ
の
日
、
国
民
の
多
く
は

彼
の
姿
を
好
感
を
も
っ
て
迎
え

た
が
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
舵
を
切
る

英
国
の
国
民
投
票
が
周
辺
各
国

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
刺
激
し
、

早
く
も
あ
の
日
の
熱
い
空
気
が

薄
ら
い
で
い
る
感
が
す
る
。
国

の
リ
ー
ダ
ー
達
だ
け
に
任
せ
る

こ
と
な
く
、
今
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
思
い
を
繋
い
で
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
▼
永
井
隆
博

士
の
「
如
己
愛
人
」
の
心
を
一

層
重
く
受
け
止
め
た
い
。
本
校

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
の
３
年
生
は
６
月
の

春
季
協
議
会
を
も
っ
て
部
活
動

を
引
退
し
た
が
、
今
年
も
８
月

６
日
を
前
に
千

羽
鶴
を
広
島
に

送
り
、
平
和

へ
の
祈
り
に

思
い
を
繋
ぐ
。

長崎・広島・雲南

１
９
９
８
年
の
三

刀
屋
天
満
宮
夏
祭
り

と
同
じ
７
月
25
日
、
日

本
中
が
異
様
な
興
奮
に
包
ま
れ
た
。

「
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
98
」
日
本
語
版
が
発
売

さ
れ
た
の
だ
。
一
般
家
庭
に
も
パ
ソ
コ
ン

が
急
速
に
普
及
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

あ
れ
か
ら
ま
だ
20
年
も
経
っ
て
い
な
い
こ

と
が
驚
き
だ
▼
宇
宙
開
発
か
ら
日
常
生
活

ま
で
Ｉ
Ｔ
技
術
が
難
な
く
浸
透
し
、
大
人

も
子
ど
も
も
沢
山
の
「
は
じ
め
て
」
を
経

験
し
な
が
ら
受
け
入
れ
た
▼
し
か
し
、
Ｉ

Ｔ
技
術
は
生
活
を
豊
か
に
便
利
に
す
る
一

方
で
、
扱
い
が
厄
介
な
代
物
と
も
な
っ
て
、

時
に
は
国
家
の
安
全
保
障
を
も
揺
る
が
す

よ
う
に
な
っ
た
。
使
う
の
は
人
間
で
あ
り
、

高
い
倫
理
観
が
求
め
ら
れ
る
▼
政
治
の
世

界
も
同
様
だ
。
政
治
資
金
規
正
法
は
収
支

を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の

の
、
使
途
に
つ
い
て
は
ザ
ル
法
と
言
え
る

実
態
を
作
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
政
治
活
動

に
最
大
限
の
自
由
度
を
保
障
し
た
た
め
で

あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
た
政
治
家
に
は

高
い
倫
理
観
が
求
め
ら
れ
る
。
「
不
適
切

だ
っ
た
が
違
法
と
は
言
え
な
い
」
と
の
不

透
明
な
言
葉
が
繰
り
返
さ
れ
た
今
年
だ
が
、

違
法
で
は
な
い
か
ら
と
開
き
直
る
よ
う
な

姿
は
、
夢
を
語
ろ
う
と
す
る
若
者
の
生
き

方
や
政
治
的
関
心
を
阻
害
す
る
恐
れ
が
あ

る
▼
高
校
の
公
民
科
の
授
業
で
、
ド
イ
ツ

の
法
学
者
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
の
「
法
は
最
低

（
必
要
最
小
限
）
の
道
徳
」
と
の
言
葉
を

学
ぶ
。
法
は
拘
束
力
・
強
制
力
が
あ
っ
て

意
味
を
な
し
、
自
由
を
束
縛
す
る
一
面
も

有
す
。
だ
か
ら
こ
そ
法
は
最
小
限
度
の
も

の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
法

律
だ
け
で
は
物
事
を
解
決
で
き
な
い
。
秩

序
を
も
た
ら
す
に
は
、
法
律
よ
り
広
範
な

人
間
の
モ
ラ
ル
・
常
識
・
理
性
が
必
要
だ

と
い
う
こ
と
を
高
校
生
も
理
解
で
き
る
。

大
人
も
自
戒
し
た
い
。

（
編
集
長
記
）

如己愛人

校
長
室
前
の
廊
下
に
小
さ
な
額
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
平
成
３
年
に
三

刀
屋
町
如
己
の
会
か
ら
贈
ら
れ
た
額
に
は
、
永
井
隆
博
士

の
著
「
長
崎
の
花
」
の
一
節
が
紹
介
さ
れ
る
。

出
雲
市
斐
川
町
の
荒
神

谷
史
跡
公
園
の
池
と
同

じ
古
代
ハ
ス
が
、
本
校

中
庭
の
池
面
で
先
月
末

イ
ケ
メ
ン

か
ら
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
す
。
戦
後
、
千
葉
市
の
二
千
年
以

上
昔
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
ハ
ス
の

実
か
ら
、
大
賀
一
郎
博
士
が
発
芽
・

開
花
さ
せ
た
「
大
賀
ハ
ス
」
で
す
。

《
ボ
ー
ト
競
技
》
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
生
徒
活
動
２
題

の花２題

イ
ケ
メ
ン
の

古
代
ハ
ス

６
月
22
日
の
放
課

後
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

ボ
ー
ト
競
技
の
雲
南
・
奥
出
雲

地
区
生
徒
活
動
の
一
環
と
し
て
、

家
庭
ク
ラ
ブ
（
１
年
荒
金
隼
人

会
長
）
が
会
場
を
飾
る
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
鉢
植
え
を
行
っ
た
。

雲
南
地
区
の
高
校
５
校
が
分
担

し
て
育
て
、
大
会
本
番
を
め
ざ

し
て
日
々
水
遣
り
を
続
け
る
。

Ｃ インターハイ

家
庭
ク
ラ
ブ

『ウイニンくん』

書

道

期
末
試
験
最
終
日
の
午
後
、

ボ
ー
ト
競
技
の
会
場
に
掲
出
さ

れ
る
立
て
看
板
19
枚
に
、
書
道

部
員
が
各
種
案
内
表
示
を
毛
筆

で
制
作
し
た
。

ボ
ー
ト
競
技
の
雲
南
市
実
行

委
員
会
か
ら
依
頼
さ
れ
た
計
19

枚
の
看
板
に
、
普
段
と
は
違
っ

て
筆
に
ペ
ン
キ
を
つ
け
て
書
い

た
も
の
で
、
最
初
は
筆
の
す
べ

り
に
違
和
感
を
感
じ
つ
つ
も
、

書
道
講
師
の
長
羅
先
生
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
２
時
間
ほ
ど
で

法
は
最
小
限
の
道
徳

法

マリーゴールド

↑ケーブルテレビ局雲南夢ネット
の取材も受けました

「平和を！…」誰もこう願っています。だれもこう

話し合っています。けれども、大きな声で叫ぶことは
政治家に任せるよりほかに手がないと、あきらめてい

るのではありますまいか？人の目につく運動は社会活

動家という偉い人々がしてくれるだろうと見物してい
るのではないでしょうか。（中略）「平和を！…」こ

の願いをいちばん強く叫びたがっているのは、将軍
でもなく、社会運動家でもなく、政治家でもなく、

じつに私たち町民なのです。

道徳

つながろう三高
つながろう雲南

美

術

仕
上
げ
て
い
っ
た
。

ま
た
美
術
部
は
、
各
都
道

府
県
ご
と
に
用
意
さ
れ
た
応

援
の
ぼ
り
旗
に
、
生
徒
会
執

行
部
が
考
え
た
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
描
い
た
。
雲
南
地
区
の

各
校
が
分
担
し
、
本
校
は
15

本
を
制
作
し
た
。

↑
家
庭
ク
ラ
ブ
員
が
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
40
鉢
を
鉢
植
え

2016年（平成28年）7月22日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第109号（４）



※ 島根県東部の全市町

と接する雲南市。ここ

は現代出雲国の中心 ‼

地域とともにシ
リ
ー
ズ

地元就職への働きかけ（企業見学＆案内）

第2３回

仮
に
木
次
線
存
続
問
題
が
浮
上

し
て
も
、
解
決
の
糸
口
は
ど
ん
な
形

に
せ
よ
、
一
に
も
二
に
も
利
用
者
増

に
よ
る
収
益
改
善
だ
。
沿
線
自
治

体
に
よ
る
赤
字
補
て
ん
は
将
来
世

代
へ
の
ツ
ケ
を
残
し
、
抜
本
的
解
決

に
は
程
遠
い
。
人
口
減
の
中
で
、
単

純
に
通
勤
・
通
学
と
高
齢
者
の
利

用
拡
大
を
求
め
て
も
限
界
が
あ
る
。

活
路
は
、
現
実
的
に
観
光
利
用
客

の
取
り
込
み
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼

平
成
元
年
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
嵯

峨
（
現
在
の
嵯
峨
嵐
山
駅
）～
馬
堀

駅
間
が
電
化
・複
線
化
の
た
め
新
線

に
切
替
え
ら
れ
、
桂
川
・保
津
川
沿

い
を
走
っ
て
い
た
旧
線
は
廃
線
と
な
っ

た
。
あ
っ
と
言
う
間
に
線
路
が
錆
び
、

草
が
生
い
茂
っ
た
旧
線
沿
い
の
住

民
は
危
機
感
を
持
っ
て
立
ち
上
が
っ

た
。
当
時
の
様
子
は
テ
レ
ビ
番
組

『
カ
ン
ブ
リ
ア
宮
殿
』
で
「廃
止
さ
れ

た
路
線
を“

観
光
鉄
道
”へ
…
人
が

集
ま
ら
な
い
所
に
、
人
を
集
め
ろ
!!
」

と
題
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
今
で
は
京

都
嵯
峨
野
、
保
津
峡
の
四
季
を
楽

し
む
ト
ロ
ッ
コ
列
車
片
道
25
分
の

旅
は
、
年
間
百
万
人
の
観
光
客
を

呼
び
込
ん
で
い
る
▼
置
か
れ
た
条

件
は
随
分
と
違
う
も
の
の
、
「人
が

集
ま
ら
な
い
所
に
、
人
を
集
め
ろ
!!
」

と
危
機
感
を
も
っ
て
立
ち
上
が
り
、

当
初
は
３
年
間
持
つ
だ
ろ
う
か
と
危

惧
し
た
関
係
者
の
取
り
組
み
の
姿

勢
は
、
木
次
線
の
現
状
と
将
来
を

憂
え
る
私
達
に
示
唆
を
与
え
る
も

の
だ
。
危
機
意
識
と
具
体
的
な
取

り
組
み
が
、
も
と
も
と
あ
っ
た
雲
南

地
域
の
資
源
活
用
に
つ
な
が
り
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
期

待
し
た
い
。

観
光
版
デ
マ
ン
ド
交
通
は
？

廃
線
と
な
っ
た
地
域
で
は
、
代
替

バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
、
交
通
弱
者
の
た
め
に
と
地
域

の
隅
々
を
巡
る
バ
ス
の
利
用
は
、
長

時
間
の
乗
車
を
強
い
ら
れ
て
敬
遠

さ
れ
、
実
際
に
は
ガ
ラ
ガ
ラ
運
行
と

な
っ
て
自
治
体
負
担
を
大
き
く
す

る
。
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
そ
も
そ

も
バ
ス
停
ま
で
歩
く
の
も
辛
く
、
外

出
を
控
え
る
こ
と
が
多
く
な
る
▼
そ

ん
な
中
で
登
場
し
た
の
が
デ
マ
ン
ド

型
（乗
合
）タ
ク
シ
ー
だ
。
運
行
形
態

は
地
域
に
よ
っ
て
若
干
の
違
い
は
あ

る
も
の
の
、
予
約
に
よ
っ
て
玄
関
先

か
ら
目
的
地
ま
で
運
ん
で
も
ら
え
る
。

雲
南
市
で
は
一
回
３
０
０
円
で
利
用

で
き
る
（だ
ん
だ
ん
タ
ク
シ
ー
）。
全

国
の
中
山
間
地
で
は
、
廃
業
を
検

討
し
て
い
た
タ
ク
シ
ー
会
社
が
息
を

吹
き
返
し
、
バ
ス
運
行
に
比
べ
て
自

治
体
負
担
の
大
幅
軽
減
に
つ
な
が
っ

た
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。
岡
山
県

美
咲
町
の
事
例
を
紹
介
し
た
『中
国

新
聞
』
の
記
事
（２
／
20
）
の
中
で
、

デ
マ
ン
ド
型
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
た
高
齢
者
の
「家
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
が
食
べ
ら
れ
る
」
と
の
言
葉
が
忘

れ
ら
れ
な
い
▼
そ
し
て
今
、
福
祉
目

的
以
外
に
も
、
木
次
線
の
ト
ロ
ッ
コ

列
車
や
通
常
運
行
の
列
車
で
の
降

車
駅
か
ら
、
予
約
に
よ
っ
て
デ
マ
ン

ド
型
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
換
え
、
雲
南

地
方
の
名
所
を
回
る
旅
を
商
品
化

で
き
な
い
か
と
考
え
る
。
観
光
版
デ

マ
ン
ド
交
通
だ
。
言
い
た
い
放
題
だ

が
、
こ
う
し
た
具
体
案
を
出
し
合
う

中
で
、
現
実
的
妙
案
が
登
場
す
る

こ
と
と
願
っ
て
い
る
。

木

次

線

物
語
第
３
回

今昔

デ
マ
ン
ド
交
通
（
小
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
）

を
活
用
し
た
観
光
客
増
の
可
能
性
は
？

http://co-unnan.jp/work/index.php

雲南市産業推進課作成

http://advance.teiju.or.jp

雲
南
市
の
対
象
地
域
で
は
、
予
約
の
あ
っ
た
自
宅
か
ら
決
め
ら
れ
た
目

的
地
（
商
業
施
設
、
医
療
・
公
共
施
設
等
）
の
間
を
運
行
す
る
。
対
象
地

域
内
で
の
乗
降
場
所
は
自
宅
と
、
公
共
的
な
施
設
と
バ
ス
停
の
み
。

←雲南市でも運行される
デマンド型乗合タクシー。

予約制で料金は1回300円。

未来をみつめる

雲南管内企業見学

東部地区大学等進学を希望する高校
生・保護者対象の合同企業セミナー

求人受付が解禁となって間もない今月

８日、３年生の民間就職希望者が、雲南

市内５つの事業所を巡って受験先を決定

するための参考とした。

高校生ジョブフェア

県教委・
県商工労働部の働きかけ

13:00～15:00

くにびきメッセ大展示場（松江市）

参加企業 約５０社

内 容 ① ガイダンス

② 集団説明（１回２０分程度、４回実施）

・ブースに分かれ、採用選考につながらな

い範囲で、事業内容や仕事内容などの説

明、質疑応答

島根県内の就職をサポートします！

雲南市内企業紹介サイト

「Work in Unnan」

（５）第109号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）7月22日(金)
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雲南市健康福祉部の働きかけ

高校生に福祉の仕事と職場を知ってもらおう

と雲南市が計画した。当日は、特別養護老人ホー

ム・通所介護施設・就労継続支援事業所を訪問する予

定とのこと（介護人材確保対策事業）。

8/2

大学卒業者等を受け入れる地元企業（当日参

加予定65社）から、島根で働くことの魅力など

について話を聞く機会を提供し、島根に素晴ら

しい企業がたくさんあることを知り、ふるさと

島根への貢献意欲を高めることが目的。

（
本
校
で
は
）
高
校
か
ら
の
地
元
就
職
率
は
高
い
が
、
上
級
学
校
進
学
者
の

地
元
就
職
率
を
高
め
る
環
境
づ
く
り
と
働
き
か
け
が
急
務
と
も
感
じ
ら
れ
る
。

ま
ず
は
「
し
ま
ね
学
生
登
録
」
も
そ
の
一
助
と
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
本
紙
３
月
発
行
第
１
０
４
号
コ
ラ
ム
欄
よ
り
抜
粋
）

上級学校に在学中の皆さんも必見！

7/18

ふるさと島根定住財団の働きかけ

三高生対象の「福祉職場訪問」

7/8



今
年
も
教
育
未
来
研
究

会
「
そ
う
ぞ
う
」
の
村
上

育
朗
先
生
を
お
招
き
し
て

の
講
演
会
で
は
、
人
生
に

は
年
代
毎
の
『
旬
』
が
あ

る
こ
と
、
高
校
時
代
の

『
旬
』
と
は
何
か
を
考
え

実
践
す
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
、
当
た
り
前
の
こ
と
が

当
た
り
前
に
で
き
る
よ
う

に
す
る
「
凡
事
徹
底
」
が

説
か
れ
た
。

そ
の
上
で
、
学
習
と
部

活
動
の
両
立
を
め
ざ
し
、

学
力
・
体
力
・
気
力
の

「
三
力
（
み
り
ょ
く
）
」

６
／
10

２
年
生
対
象
「
進
路
目
標
実
現
に
向
け
て
な
す
べ
き
こ
と
」

６
／
11

保
護
者
対
象
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
～
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
～

▼
講
師

村
上

育
朗

氏

教
育
未
来
研
究
会
「
そ
う
ぞ
う
」

を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
、

勉
強
を
す
る
と
何
を
し
た
い
か
が

分
か
る
（
勉
強
し
な
い
と
何
を
し

た
い
か
が
分
か
ら
な
い
）
こ
と
を

力
説
さ
れ
た
。
今
後
の
生
活
で
心

が
け
る
こ
と
を
、
さ
ら
に
７
つ
の

観
点
で
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

中
高
生
の
！
幸
雲
南
塾
２
０
１
６

昨
年
度
ま
で
の
月
一
回
の
土
曜
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
自
分
を
つ
く
る
楽
校
」
が
、
今
年
度
か
ら

「
中
高
生
の
！
幸
雲
南
塾
」
へ
と
名
称
変
更
し
て

再
ス
タ
ー
ト
し
た
。

大
学
生
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
学
校
生
活
の
目

標
づ
く
り
と
学
習
に
取
り
組
み
、
大
学
生
や
社
会

人
と
一
緒
に
、
中
高
生
が
大
人
に
な
る
時
に
必
要

な
力
（
学
力
、
課
題
解
決
力
、
創
造
力
な
ど
）
を

育
む
場
を
月
２
回
程
度
の
予
定
で
開
催
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
（
雲
南
市
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
中
高
生
の
！
幸
雲
南
塾
」

と
検
索
す
る
と
、
５
月
か
ら
月
毎
に
開
催
日
の
様

子
が
紹
介
し
て
あ
り
、
参
加
生
徒
の
感
想
も
載
っ

て
い
る
。
原
則
９
時
か
ら
17
時
ま
で
だ
が
、
何
月

か
ら
で
も
、
参
加
可
能
な
時
間
帯
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
。

ぜ
ひ
、
参
加
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

華

道

球
技
大
会

進路講演会２題５月テーマ『１年間の学生生活の目標設計＆

大学生による学習指導』

６月テーマ『定期テスト対策＆将来の選択肢、

どう決断した？』

3年部員2名が、講師の安部治美先
生を通じて池坊お免状をいただいた

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙでは、男子優勝の3年2組
と教員チームが激戦を展開

芸
術

鑑
賞演

劇

ショパンの心臓を安

置する教会の柱

今
年
の
芸
術
鑑
賞
は
、
加
茂
文

化
ホ
ー
ル
ラ
メ
ー
ル
を
会
場
に
、

世
界
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
仲
道
郁
代
さ

ん
の
演
奏
会
と
な
っ
た
。
ピ
ア
ノ

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
鑑
賞
し
た

こ
と
の
あ
る
人
は
少
な
く
な
い
だ

ろ
う
が
、
２
時
間
の
フ
ル
コ
ン
サ
ー

ト
は
案
外
経
験
が
な
く
、
し
か
も

全
曲
シ
ョ
パ
ン
で
聞
き
慣
れ
た
曲

も
多
く
、
心
に
染
み
入
る
コ
ン
サ
ー

ト
と
な
っ
た
。

演
奏
の
合
間
に
は
シ
ョ
パ
ン
の

生
涯
に
触
れ
、
時
代
背
景
や
シ
ョ

パ
ン
が
ど
ん
な
気
持
ち
を
こ
め
て

作
曲
し
た
か
を
分
か
り
や
す
く
、

か
つ
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

シ
ョ
パ
ン
は
故
郷
へ
の
想
い
が

強
く
、
亡
く
な
っ
た
際
は
心
臓
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
教
会
へ
届
け
ら
れ

た
と
い
う
話
も
紹
介
さ
れ
た
。
世

界
史
担
当
の
熱
田
美
智
子
教
諭
は

昨
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
首
都
ワ
ル
シ
ャ

ワ
を
旅
行
し
て
お
り
、
後
日
の
世

界
史
の
授
業
で
、
そ
の
聖
十
字
架

教
会
や
市
内
の
随
処
で
見
ら
れ
る

シ
ョ
パ
ン
関
係
の
名
所
を
紹
介
し

た
。

世
界
史
の
授
業
で
は
…

（
熱
田
美
智
子
教
諭
）

世
界
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
／
仲
道
郁
代

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

感
動
の
全
曲
シ
ョ
パ
ン

松
江
市
の
プ
ラ
バ
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
第
11
回
島
根

県
高
等
学
校
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
、
演
劇
部
１
、
２
年

生
22
名
が
文
芸
作
品
（
詩
）

の
朗
読
劇
を
披
露
し
た
。
島

根
県
高
文
連
文
芸
コ
ン
ク
ー

ル
で
入
選
し
た
他
校
生
徒
の

詩
に
、
演
劇
調
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
る
斬

新
な
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
た
。

１
年
生
部
員
15
名
に
と
っ

て
は
、
デ
ビ
ュ
ー
の
舞
台
と

も
な
っ
た
。

７
／
６

７
／
９

７
／
７

演劇部門を代表して三刀屋高校が発表しました

「
賢
い
大
学
・
学
部
の
選
び

方
」
「
一
般
試
験
で
国
公
立
大

合
格
の
方
法
」
「
推
薦
・
Ａ
Ｏ

7/14

▼
講
師
／
山
崎

裕
正

氏

（
香
川
大
学
准
教
授
）

2016年（平成28年）7月22日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第109号（６）

画面は「落ちる志望理由(1)」

３
年
生
対
象

「
三
刀
屋
高
生
の
た
め
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

入
試
対
策
講
座
」
等
を
テ
ー
マ
に

助
言
を
い
た
だ
い
た
。

志
望
理
由
書
に
つ
い
て
は
、

「
○
○
が
き
っ
か
け
で
△
△
を
目

指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
、
き
っ
か

け
だ
け
を
書
い
て
も
仕
方
が
な
い
。

こ
れ
か
ら
何
を
学
び
、
そ
れ
を
い

か
に
社
会
貢
献
に
結
び
付
け
て
い

く
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
」
と

説
か
れ
た
よ
う
に
、
決
し
て
小
手

先
の
受
験
指
導
の
話
を
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
い
。
進
学
か
就
職
か
に

か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の
お
話
は
未

来
を
見
据
え
た
「
生
き
方
・
学
び

方
指
導
」
で
も
あ
っ
た
。



さくろおろち湖でのボート競技の応援に関する

注意事項を、大会ＨＰに掲載しております。特に

地元の皆様には次の点にご留意ください。

■ 会場近くに無料駐車場を準備します。現地で案内する一
般駐車場をご利用ください。駐車可能台数に限りがありま

す。乗り合わせするなど台数の削減にご協力ください。

■ 熱中症対策のために、特に飲み物の持参をお願いします。

■ コース上に架かるスサノオ大橋の上からの観戦・応援・
写真撮影は禁止させていただきます。ご理解とご協力をお

願いいたします。

応援お願いします！

お越しください！

日 曜 学校行事等 部活等

１ 月 3年集中学習日① 全国総体ボート競技最終日

２ 火 3年集中学習日②

３ 水 3年集中学習日③

４ 木 3年集中学習日④

５ 金 3年集中学習日⑤

６ 土

７ 日

８ 月

９ 火
3年全統Ｍ模試
就職公務員ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 閉寮

１０ 水
3年全統Ｍ模試・公務員模試
SPI対策テスト

文芸

１１ 木 山の日 文芸

１２ 金

１３ 土

１４ 日

１５ 月

１６ 火

１７ 水 開寮

１８ 木

１９ 金
始業式、課題テスト
(6限授業)

２０ 土 野球

２１ 日 野球

２２ 月 1・2年第2回ｽﾀﾃﾞｨｻﾎﾟｰﾄ

２３ 火 第1回ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ

２４ 水 学園祭準備(午後)

２５ 木
学園祭準備(午後)
人権・同和教育SHR
全国高P連千葉大会(～26)

２６ 金 学園祭準備(午後)

２７ 土
出校日(月曜日の授業)

学園祭準備(午後)

２８ 日 1・2年全統記述(希望者)

２９ 月 8/27の代休日

３０ 火 学園祭準備(午後)

３１ 水 学園祭準備(全日)

日 曜 学校行事等 部活等

２１ 木 救急法講習会(1年3クラス) 1・2年保護者面談 19～22

２２ 金 救急法講習会(1年2クラス) 3年三者面談 19～28

２３ 土 演劇

２４ 日 演劇

２５ 月
PTA三刀屋地区ﾊﾟﾄﾛｰﾙ
3年小論模試

２６ 火
終業式(午後)
学園祭分団集会

２７ 水 3年夏期補習① 全国総体ボート競技準備

２８ 木 3年夏期補習② 全国総体ボート競技開会式

２９ 金 3年夏期補習③ 全国総体ボート競技、～8/1

３０ 土 3年M模試 全国総体(ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ、～8/2)

全国総文祭～8/3美術写真書道３１ 日

演
劇
部
自
主
公
演
／
３
年
生
引
退
公
演

演

劇

チ
ェ
リ
ヴ
ァ
シ
ア
タ
ー
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

「三刀屋高校演劇部・青春Conflict!」

7/23(土)18時～

24(日)10時～
14時～

「
青
春
は
―

難
し
い
！

苦
し
い
！

楽
し
い
!!
」

生徒創作劇 脚本:深田愛佳（３年）

会
場:

チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル

入場無料

脚
本
・
演
出
か
ら
案
内
チ
ラ
シ
の
作
成
、
会
場
施
設
と
の
渉

外
等
、
企
画
運
営
の
す
べ
て
を
生
徒
が
行
う
恒
例
の
自
主
公
演

で
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

〈ボート競技応援の皆様へ〉

吹
奏
楽

第57回全日本吹奏楽コンクール

島根県大会〈高校Ａの部〉

8/7(日) グラントワ(益田市)

▼入場料／高校生千円 大人千五百円

（県民会館等でも販売していますが、完売

が予想されます。早めにご購入ください。）

7月11日にラメールで開催された中高生の「雲南バンドフェスティバ
ル」のステージで、雲南5校の各代表生徒がボート競技の開催をＰＲ。

2016 情熱疾走 中国総体 ボート競技

（７）第109号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2016年（平成28年）7月22日(金)

野
球

第98回全国高等学校野球選手権島根大会

7/16日(土)2回戦 対江津工業

19日(火)3回戦 対浜田と

松江商業の勝者

21日(木)準々決勝 3年生全員応援

23日(土) 準決勝 全校応援

24日(日) 決勝 全校応援

松
江
球
場



学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
昨
年

度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も
の

の
、
操
作
不
慣
れ
に
よ
り
更
新

が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
度
は
７
月
上
旬
ま

で
に
、
す
で
に
百
件
を
超
え

る
新
着
情
報
・
お
知
ら
せ
を

発
信
し
て
い
ま
す
。
本
紙

『
蒼
雲
』
は
、
他
校
の
学
校

便
り
に
比
べ
れ
ば
内
容
は
盛

り
沢
山
と
自
負
し
て
い
ま
す

が
、
速
報
性
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
三
刀
屋
高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今年もＰＴＡ環境美化ボランティア活動へのご協力をお願

いします。学園祭を前にした８月２１日（日）に実施の予定

です。今後、参加の取りまとめは各支部単位でお願いするこ

ととしております。ご多忙のところを恐縮です

が、よろしくお願い申し上げます。

本
シ
リ
ー
ズ
は
本
校
の
『
五

十
年
史
』
を
参
照
す
る
こ
と
が

多
い
が
、
次
の
『
追
録
の
十
年

史
（
昭
和
50
～
59
年
度
）
』
の

中
で
、
一
際
輝
い
た
夢
の
舞
台

が
昭
和
53
年
夏
の
野
球
部
の
甲

子
園
初
出
場
と
、
昭
和
57

年

（
１
９
８
２
年
）
の
島
根
国
体

（
く
に
び
き
国
体
）
だ
っ
た
▼

島
根
国
体
で
の
本
校
生
の
活
躍

と
し
て
特
筆
す
べ
き
一
人
に
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年
男
子

島
根
選
抜
の
大
坂
俊
二
選
手
が

い
た
。
３
回
戦
で
足
を
負
傷
し
、

次
の
準
々
決
勝
で
は
残
り
２
分

で
５
点
リ
ー
ド
さ
れ
る
中
、
最

後
は
彼
の
２
本
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ス
ロ
ー
等
で
逆
転
し
、
準
決
勝

進
出
の
立
役
者
と
な
っ
た
。
準

決
勝
で
は
強
豪
秋
田
に
は
か
な

わ
な
か
っ
た
が
、
堂
々
の
第
３

位
入
賞
に
輝
い
た
▼
ま
た
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
男
子
で
は
、

本
校
の
５
名
を
含
む
島
根
選
抜

が
快
進
撃
。
三
刀
屋
の
エ
ー
ス

植
木
敏
之
選
手
が
２
回
戦
で
ノ
ー

ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
達
成
す
る

と
、
準
決
勝
で
も
大
阪
府
を
完

封
。
決
勝
で
は
力
尽
き
た
が
、

見
事
準
優
勝
を
飾
っ
た
▼
一
方
、

本
校
か
ら
４
名
が
島
根
選
抜
入

り
し
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
女

子
は
、
北
海
道
と
の
１
回
戦
で

１
点
を
先
取
し
、
そ
の
ま
ま
押

し
切
る
か
に
見
え
た
が
、
７
回

裏
に
追
い
つ
か
れ
た
。
そ
し
て

ほ
ぼ
２
試
合
分
を
戦
っ
た
13
回

の
裏
、
四
球
と
二
つ
の
内
野
安

打
が
絡
ん
で
得
点
を
許
し
、
初

戦
で
涙
を
の
む
結
果
と
な
っ
た

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
国
体
開
催

前
年
の
春
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
毎

週
２
泊
３
日
の
合
同
合
宿
が
続

き
、
そ
の
大
半
は
昭
和
54
年
に

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
横
に
完
成
し

た
本
校
の
合
宿
所
が
利
用
さ
れ

た
。
ま
た
、
男
女
と
も
に
関
東

以
西
の
強
豪
と
目
さ
れ
る
チ
ー

ム
の
ほ
と
ん
ど
全
て
に
胸
を
借

り
る
遠
征
が
続
い
た
。
男
子
チ
ー

ム
コ
ー
チ
の
一
ノ
瀬
隆
男
教
諭

（
当
時
）
は
後
に
述
懐
し
た
。

「
…
そ
れ
ま
で
の
文
字
ど
お
り

汗
と
涙
の
猛
練
習
に
耐
え
た
選

手
た
ち
の
努
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
で
す
。
…
一
週
間
に
も
満

た
な
い
開
催
期
間
だ
け
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む

し
ろ
鮮
烈
な
記
憶
は
、
そ
れ
ま

で
の
準
備
期
間
中
の
こ
と
に
多

い
と
い
う
の
が
私
の
実
感
で
す
。
」

▼
国
体
と
い
う
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン

ト
は
単
な
る
お
祭
り
騒
ぎ
で
は

な
か
っ
た
。
準
備
・
過
程
・
本

番
の
い
た
る
所
に
苦
労
が
あ
り
、

感
謝
が
あ
り
感
動
が
あ
っ
た
。

選
手
だ
け
で
は
な
い
。
民
泊
を

は
じ
め
、
か
か
わ
る
県
民
全
て

が
歓
喜
感
動
し
た
大
会
と
な
っ

た
。
今
夏
、
地
元
で
開
催
さ
れ

る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ボ
ー
ト
競
技

も
、
関
係
者
す
べ
て
の
記
憶
に

残
る
大
会
と
な
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
た
い
。

三高92年物語
さ ん こ う

編
集

後
記

http://三高情報.怒涛のドット.満載「蒼雲」

ソフトボール少年男子 第２位
バスケットボール少年男子 第３位

三刀屋高等学校 学園祭

9/2 (金) 文化祭１日目 三刀屋文化体育館アスパル

9/3 (土) 文化祭２日目 三刀屋高校

9/4 (日) 体育祭 三刀屋高校グランド

ご
案
内

ＰＴＡ模擬店(9/3)も楽しみです

学園祭前後の出校日と代休日にご注意ください
〔学園祭後の9/5(月)、9/6(火)が代休日となります〕

ＰＴＡ環境美化ボランティア活動
へのご協力をお願いします

鉄と青銅の風鈴で雲南を演出します

雲南市を愛する皆様に
ご協力をお願いします

1996年に加茂岩倉遺跡から全国最多の39個の銅鐸が出

土して今年で20年。また、今春には雲南市・奥出雲町・

安来市の３市町で構成する鉄の道文化圏推進協議会が認

定申請した「出雲國たたら風土記～鉄づくり千年が生ん

だ物語～」が日本遺産に登録されました。そんな2016年

を記念し、今年の三高祭では「鉄と青銅の風鈴」を三刀

屋の風に委ね、雲南に癒しの音(ね)をお届けします。

そこで地域の皆様にご協力をお願いいたします。ご自

宅にある鉄の風鈴や青銅製の風鈴を寄贈またはお貸しい

ただけないでしょうか。ご協力いただける場合は、8月22

日(月)～31日(水)の間に、三刀屋高校事務室へご持参い

ただくか、電話（０８５４－４５－２７２１）でお問合

せをお願いします。

雲南に新風を！
鈴

決
勝
戦
に
臨
む
少
年
男
子
島
根

2016年（平成28年）7月22日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第109号（８）

輝
ひかれ

三高ホームページ

ＱＲコード

～それぞれの勝利を掴むために～

第２６回 くにびき国体 (昭和57年)


